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技

術

革

新

と

生

産

規

模

序

オ
ト
メ
シ
三
ン
共
仙
の
技
術
北
新
が
行
わ
れ
る
と
き
、
大
組
川
町
生

川
が
布
利
と
な
り
て
来
る
J

し
か
し
な
が
ら
需
突
を
恨
似
し
た
大
則
般
化

工
す
な
て
利
川
を
ば
少
止
し
め
る
の
み
な
ら
ず
、
人
-
利
の
円
八
川
手
の
刊
一

月
の
叫
川
町
加
の
た
め
に
削
出
寸
る
ポ
態
も
生
ず
る
こ
と
さ
え
あ
る

L
か
し

一
万
五
た
あ
ま
り
が
気
後
辺
を
熱
れ
池
小
川
胤
岐
に
過
ぎ
る
こ
と
は
、
山
り

れ
る
べ
き
け
川
町
利
刊
を
決
う
の
み
な
ら
ず
、
適
正
胤
脱
化
せ
る
競
中
企
業

の
ほ
コ
ス
ト
と
大
五
色
町
の
た
め
に
続
中
場
よ
り
相
返
せ
ら
孔
る
こ
と
と

な
る
サ
こ
こ
に
お
い
て
生
住
周
棋
の
問
題
が
市
安
と
な
る
d

こ
の
小
論
の

前
半
に
い
勺
い
て
論
じ
た
生
山
肌
艇
の
理
揃
は
、
一
定
の
需
要
む
し
乙
き
は
い

か
な

Q
M悦
に
て
生
院
を
行
う
こ
と
が
け
取
l

何
別
で
あ
る
か
を
救
え
る
の
で

あ
る
け
れ
と
も
、
川
川
刊
に
刊
一
広
し
な
け
れ
ば
な
ら
白
い
こ
と
は
、
小
一
川
些
は
料

別
に
交
化
し
件
る
も
の
で
あ
る
が
、
生
此
古
前
は
一
皮
こ
わ
を
設
定
す
れ

ば
m
V
リ
グ
に
一
泣
児
し
れ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
p

の
匂
J

引
に
制
限
街
少
は
γ

ハーな

技
術
市
新
乙
パ
斗
庄
川
町
制

UI 

イ早

田

る
犠
牲
を
必
史
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
短
期
的
な
罰
辺
を
基
に
し
て
生
産

規
棋
を
決
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
子
な
わ
ち
牛
一
産
制
槙
決
定
に
は
前
も
っ

て
長
則
に
市
裂
の
変
動
を
干
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
生

昨
剥
肢
の
問
却
に
は
需
要
の
動
向
の
み
な
ら
ず
、
技
術
面
に
も
さ
ら
に
は

そ
の
設
耐
に
必
却
な
る
資
金
の
恕
何
回
に
k
、
部
々
な
石
要
素
を
綜
合
し

て
計
回
さ
れ
ね
は
な
ら
な
レ
か
ら
、
後
半
は
前
リ
ド
に
論
じ
た
生
部
鋭
校
白

押
耐
の

IU川
町
に
つ
い
て
述
べ
士
。
な
お
企
業
は
そ
の
適
正
加
悦
化
に
出

足
し
な
い
で
絶
え
ず
技
術
品
新
へ
の
研
究
十
行
い
、
こ
れ
に
成
功
す
れ
ば

涼
か
に
生
花
見
棋
を
新
し
い
技
術
に
よ
る
尚
正
飢
悦
ま
で
拡
大
な
ら
び
に

近
代
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
に
打
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
そ

し
て
中
小
企
染
は
そ
の
設
怖
を
拡
大
す
べ
き
資
余
に
一
小
足
す
る
ゆ
え
に
、

大
企
業
と
は
お
の
ず
か
ら
民
る
政
策
を
と
ら
ね
ば
た
ら
す
、
そ
れ
に
つ
い

て
も
口
及
し
た
J

こ
の
小
論
に
お
い
て
は
生
政
組
肢
の
即
ム
引
を
純
粋
競
争
・
独
占
的
競

争
・
純
粋
独
占
と
に
分
勺
て
説
別
し
た
。
こ
と
で
は
市
場
に
お
け
る
競
争
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八
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技
術
革
新
と
4
一
産
風
間
山

J

ど
次
の
如
く
分
間
す
る
。

ー
、
純
仲
競
争
(
E
3
2
2勺
Z
E
E
)
川
伊
岐
川
(
ぎ
ヨ
昌
2
2
5

弓
o
山
戸
戸
内
ご
を
拠
泣
ム
T
F
Q
多
投
企
誌
の
競
争
。
チ
ャ

γ
パ
l
リ
ン
は
純

判
読
寸
を
ば
、
独
占
的
山
一
試
の
八
I
然
混
入
し
な
い
蹴
仏
(
2
5
百
戸
M
P
H
O
ロ

己
コ
己
-
o
円
E
4
5
F
2
0
5
3
ロ
ω
立
の
の
F
E
日
二
ω
)
と
普
之
、
そ
れ
以
一
の

一
点
に
お
い
て
完
ム
さ
を
含
む
完
全
競
争
Q
O
H
P
2
2
ヨ
百
三
ち
ロ
)
と
区

一
一
川
ナ
竺
例
え
ば
一
ん
人
l
M
4
争
ほ
、
変
化
し
た
状
態
へ
の
川
自
の
(
E
ω
吉
田

E
5
2
5
〉
迎
応
、
元
来
な
J
A
米
へ
の
知
識
字
の
完
A

き
を
合
ひ
も
の
で

ハ

1
)

、
戸
川
山
パ
M

と
す
，
Q
O

つ
】
、
山
円
山
伸
一
午
、
E
2
6
℃
。
}
E
5
3
ヨ
ヨ
Z
E
三
山
崎
製
i

山

一
二
弓
↓
号
。
明
言
。
。
5
買
え
百
件
〕
を
製
造
す
る
多
数
合
栄
町
獄
中

一

3
、
日
崎
製
品
円
五
占
Q
R
o
o
-
H
m召
o
q
)
川
柿
製
品
を
製
造
す

る
小
数
企
拾
の
鈍
午

ー
、
m
F
m
製
品
の
品
占
(
Z
F
2
R
E
E
色
列
。
u
。
-
ち
弘
前
叫
製
品

ヤ
一
製
造
す
る
小
数
企
業
の
蔵
小

5
、
純
粋
独
占
守
口
耳
目
。
ロ
0
3
q
)
「
寸
べ
て
の
前
中
が
榊
除

一

〔

2
〉

一
さ
れ
た
状
態
」
。
チ
ャ
ン
パ
リ
ン
は
独
占
を
ば
「
供
給
を
支
配
す
る
こ

ハ

3
)

と
(
ヨ
ロ
F
E
-
2
2
2円
V
Z〈
)
」
、
と
定
義
し
た
。
し
か
し
こ
の
独
占
も

例
え
ば
L

い
し
プ
ド
!
泊
の
独
己
、
寸
べ
て
の
フ
ト
阻
む
独
占
、
す
べ
て

の
淵
閣
の
独
占
、
す
べ
て
の
欣
物
の
独
占
手
す
べ
て
の
経
済
財
の
独
占
に

弔
一
る
王
で
辺
ん
で
ゆ
く
。
そ
し
て
独
占
さ
れ
る
抑
聞
は
な
ん
で
あ
ろ
ヲ
と

独
占
行
ば
常
に
そ
の
限
界
を
越
え
た
一
同
広
い
地
域
か
ら
+
川
辺
庄
内
政
予
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五

四

に
丘
町
す
る
。
ト
リ
フ
ィ

γ
に
よ
っ
て
附
え
ら
れ
た
純
粋
独
占
は
、
こ
れ

ら
「
す
べ
て
の
政
争
が
排
除
さ
れ
た
状
態
」
で
あ
っ
て
現
実
に
は
存
十
忙
し

な
い
。
均
史
に
仔
十
忙
ナ
る
寸
べ
て
の
独
一
日
は
松
山
間
の
鋭
守
(
広
義
の
独

占
的
競
争
)
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ず
エ
ン
パ
リ
ン
に
こ
の
よ
う
な

純
粋
独
山
の
概
念
は
間
世
論
的
に
は
川
U
W
K
な
役
目
を
思
す
も
の
で
あ
る
〉
述

《

A
)

べ
て
い
る
。

一証

ω
町
、
晶
君
百
品
目
円
プ
苦
手
2
己
目
吋
言
U
1
P
2
2
。
「
遺
言
さ
と
N
n
m呂

円
。
ョ
官
民
主
3
・
Z
山

P
印
日
吾
同
日
H
E
℃
。

同
国
o
Z
Z
斗
コ
日
2
p
h
言
。
Y
N
Z
刊
行
円
宮
司
令
Z
3
3
3
m
柏
町
吉
守
邑

同
Q
N
九
日
間
守
コ
ミ
ヨ

U
1
r
g噂パア

HmwA()唱
町

】

叫

ド

ゆ
開
〔
7
4
m
耐
え
戸
円
宮
ヨ
吉
ユ
己
、
=
z
-
2
2
2
2
明
5
0
口
。
四
月
。
。
町

Z
9
5
旬
。
守
E
a
円
。
ョ
宮
5
5
久
、
~
号
室

nv。
N
V
S
札
口
室
町
崎
町
N
N
R
3

2
九
州

F
5
1
旬
、
町
民
~
5
s
I
E
M
同
一
己
Z
同
言
、
白
血
口
口
F
P
白
百
円
}
M
P

】

匂

引

f

目U旧日日

ω
(出
回
目
一
出
己
目
ロ
ヨ
~
Z
2
c
h
E
H
E
R
H
円
O
M
品
ミ
目
見
制
2
s
h
志
向
刷
、

旬
、
h
M
L
R
立
当
占
。
リ
ロ
「
号
》
日
日
日
旧
日
出

一
、
生
産
規
模
由
理
論
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け化川葉
るではの
laあ、首
大;るτtB手Ij
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u)し、

最た
大残
イじ じ告
は:士
、な

土ミす



い
主
及
川
を
所
与
ζ

ナ，
Q

と
き
、
限
界
収
入
曲
線
(
純
粋
刻
中
の
ば
あ

い
は
川
同
協
)
と
限
界
山
町
山
織
と
の
交
古
に
て
民
業
宮
古
決
定
し
た
一
は

あ
い
は
投
Jq
利
山
間
竿
度
と
呼
ば
れ
、
知
期
的
最
大
除
刺
利
間
会
得
る
こ
と

(

叉

)

口付肥戸川
f

一の

4
A制
で
あ
る
-
こ
り
ば
ゐ
い
正
常
利
潤
は
費
用
に
含
め
る
。

い
主
一
一
の
設
附
所
与
た
石
川
提
古
取
り
除
き
、
企
業
は
長
期
附
除
刺
判
凶

の
故
大
化
を
求
め
て
、
い
か
に
生
詩
川
胤
肢
を
u

比
定
す
る
か
を
考
察
す
る
d

こ
の
ば
あ
い
技
術
を
一
定
と
仮
定
す
れ
ば
あ
る
程
皮
ま
で
の
山
十
時
担
棋
の

拡
大
は
除
刺
利
川
酬
の
地
加
を
も
た
ら
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
!
仁
の
規
仙
の

拡
大
は
逆
に
給
刺
利
仰
の
低
下
乙
な
る
。
各
生
産
胆
棋
に
お
け
る
平
均
淀

川
内
線
を
拙
き
、
と
の
平
均
羽
川
山
線
の
抱
絡
線

(
0
5
4一c
百
)
を
ハ
ロ

(
3
v
 

ツ
ド
に
従
η

て
長
羽
平
均
佐
用
曲
線
と
名
つ
く
と
き
、
こ
の
長
期
平
均
投

川
凶
魂
は
技
術
を
所
与
と
し
た
ば
あ
い
企
業
に
よ
り
一
定
し
て
い
る
a

し

た
日
η

て
企
州
市
は
こ
の
支
則
平
均
究
用
H
I
涼
一
~
接
す
る
罰
則
一
半
均
設
用
曲

線
を
持
つ
生
諸
別
院
の
う
ち
で
、
飴
刻
利
潤
の
最
大
を
件
る
呪
院
を
求
め

る
の
で
あ
る
ロ
こ
の
ば
あ
い
な
に
ゆ
え
に
グ
ア

J

2則
平

均

荒

川
線
、
?
な
わ
ち
各
規
模
山
一
ρ
け
る
長
道
出
茶
皮
を
一
ホ
ナ
平
均
究
川
技
低

点
の
帆
跡
を
生
産
規
模
決
定
の
基
準
Tr
し
な
い
か
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
2

ハ
ロ
ッ
，
に
従
え
ば
抱
絡
線
1

〆
し
て
の
長
期
平
均
吹
川
曲
線
は
最

初
三
右
下
り
に
下
降
し
最
低
点
を
越
え
れ
ば
右
h
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
3

そ
し
て
こ
の
内
記
期
平
均
費
用
的
課
が
下
院
し
て
い
る
刊
は
、
社

道
東
哨
一
明
度
に
て
生
広
す
る
よ
り
同
じ
止
一
庄
司
平
ぜ
よ
り
大
規
模
設
備
の
最
通

操
業
民
に
迷
せ
ざ
分
操
業
肢
に
て
生
産
す
る
ほ
う
が
平
均
四
一
用
が
少
く
、

技
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規
院

得き rltl 技れしにすi'r!hが一、反よま
なれ線低こおい線、定・にりた
いたは平そいしとそのて、こ
。企、均長てた Jをの ~f_::' 仁同の
業或どT山l存がすう l辛汗じ抱
の fill周平生、つるも J1lす生絡
生のを均産・て点;:，2をる j'( 線
産技示投品、己に j国生方吐川
知引.，寸 J干j ののて平庄がを上
院 (1') 点 illrs主J白保均す平よ升
決意の船l低締:見出る丸J り寸
定味 1止と平線度用 lコ ，& 1トる
のを跡呼均たを [filあ用況と
fニヰ了でば白石 ik和iiいが悦き
めす品t.LHI長 A が、少には
のるるるを j閉す抱叩いて辺
長吋，/へ示干る絡?とこ投に
胤れァきす均規総了と適 lr-l
平どイで，I~y， 't!1(棋とさが操適
均もナあの用がしゐ知業技
昔、 i り軌副長て規ら P聖書Z
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掛原 J羽生、あ長均 JTI 叶 d 過亡
と貝1I 平郎、っ 1回世平桔いし生
はに J甘対・亡的用均とまた足立
な指主主位、、条を伎あみ出す
ハ i昌用のこ件示用るる業る

2
、
最
適
生
産
規
樟

こ
の
長
刷
平
均
白
川
曲
線

t
り
三
刷
限
界
史
川
川
線
が
得
ら
れ
る
c

長

期
限
界
白
用
曲
線
は
長
期
平
均
費
用
曲
線
の
最
低
点
を
通
過
す
る
。
そ
し

て
こ
の
校
低
点
に
て
長
期
平
均
投
川
山
線
に
ほ
世
?
る
短
羽
平
均
費
用
曲
線

士
有
す
る
規
慌
は
、
平
均
賀
川
が
最
低
で
あ
る
ゆ
え
に
技
適
生
産
規
模
、
ip

呼
ば
れ
る
3

最
近
に
お
け
る
英
凶
お
よ
び
米
国
に
お
け
る
別
個
の
実
証
的

ハ
6
》

ハ

7
v

研
究
に
お
い
て
(
例
え
ゴ
英
国
耳
目
0
0

・
京
国
国
己
目
)
大
部
分
の
産
業

に
お
い
て
は
長
期
平
均
費
川
出
線
が
最
低
点
一
一
ま
た
は
そ
の
近
〈
に
至
っ
て

か
ら
は
、
ほ
ぼ
水
平
な
村
酬
を
長
く
抽
き
、
右
上
り
に
な
る
状
態
は
発
見
さ

第
八
十
一
巻
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技
術
本
祈
と
生
産
相
品
開
問

れ
な
い
と
い
う
こ
主
が
発
表
さ
れ
て
い
る
a

し
た
が
っ
て
最
適
生
産
相
撲

は
た
だ
一
つ
の
規
模
で
は
な
く
て
あ
る
一
定
以
上
の
規
模
を
一
市
寸
。
そ
し

て
こ
の
多
く
の
最
適
生
出
却
棋
の
う
ち
の
最
小
な
る
規
模
を
、
ム
イ
ン
は

ハ
8
》

最
小
山
阪
迎
刻
模
(
ヨ
ド
E
E
Eロ
Oz--EMhHMmE-ろ
と
呼
ん
で
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
等
の
実
註
的
附
究
は
各
産
業
に
お
円
る
介
一
業
規
模
に

よ
る
実
際
の
コ
ゴ
ハ
ト
の
比
較
に
よ
り
て
な
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ケ
れ

に
上
り
長
期
平
均
山
河
川
曲
線
が
一
般
に

U
字
型
で
は
な
く
L
字
型
主
一
ポ
す

と
断
定
寸
る
に
は
不
充
分
弔
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
ぜ
な
ら
低
コ
ス
ト
と

し
て
現
わ
れ
て
い
る
大
企
業
も
、
部
品
等
の
機
械
ル
ー
の
凶
焼
な
製
口
山
町
下

清
栄
者
た
る
小
規
模
企
業
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
も
ー
あ
り
、
こ
れ
等
の
実

在
的
肝
究
も
、
こ
れ
等
多
柿
多
様
な
製
品
、
A

よ
び
部
品
個
々
に
つ
い
て
ま

で
は
及
ん
で
い
な
い
。
ま
た
後
半
に
論
ず
る
如
く
企
業
は
平
均
投
用
い
か
明

大
寸
る
主
で
規
肢
を
拡
大
す
る
こ
之
は
危
険
で
あ
る
か
ら
、
現
尖
に
は
そ

の
平
均
佐
川
最
低
点
を
越
え
て
ま
で
規
棋
を
拡
大
し
て
い
な
い
と
考
と
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
長
期
平
均
四
日
山
線
の
形
が
り
字
型
か

L
字
別
か
は

〔

9
》

各
隈
w止
に
よ
り
見
な
り
、
一
般
的
な
表
現
は
悶
躍
で
あ
る
と
凪
わ
れ
る
。

L
か
し
た
が
ら
長
期
平
均
技
用
曲
線
が
U
字
引
で
あ
ろ
う
と
ま

L
~
1
7型

弔
一
の
ろ
う
と
、
生
産
刻
間
決
定
の
問
題
自
主
要
き
に
は
変
り
は
L

ぱ
〈
、
ま

た
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
組
附
印
刷
出
論
が
変
吏
さ
れ
る
必
要
は
な
い
n

な
ぜ
な

ら
企
業
が
営
利
原
則
に
指
導
さ
れ
宝
産
規
肢
を
決
定
す
る
ば
あ
い
、
そ
の

主
症
と
仕
る
も
の
は
詔
均
投
川
最
低

t
ゐ
口
市
直
生
産
規
模
で
法
な
く
て
、

以
下
に
一
市
す
長
期
的
壮
大
併
剥
利
潤
を
保
証
す
る
最
有
刺
生
産
規
模
で
あ

第
八
十
一
巻
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ノ1

第
四
号

五
六

る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、

L
(子
型
の
!
日
庄
1
A
に
お
い
て

は
、
純
粋
競
争
の
ば
晶
い
の

最
有
利
生
産
規
棋
は
存
在
し

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
第
一
図

に
お
い
て
長
期
限
界
費
用
曲

線

(
L
M
C
)

と
価
格
線

〔

F
E
)
主
の
安
卜
問
山

(
T
)

は
存
在
し
な
い
か
ち

T
あ

る
。
ま
た
純
粋
競
争
に
お
け

る
完
全
均
街
(
第
二
図
〕
も

存
在
し
な
い
。

3
、
最
有
利
生
産
規
模

a
、
純
粋
競
争
守
口
目
。
。
日
吉
E
E
H戸)

第
一
閃
に
お
い
て
は
技
術
を
一
定
と
し
た
ば
あ
い
す
で
に
論
じ
た
抱
絡

線
と
し
て
り
長
期
沼
均
社
川
山
総

(
L
A
C
)
ば
得
ら
れ
る
ロ
吉
た
純
粋

競
争
で
あ
る
ゆ
え

r価
格

(
O
E
)
が
与
ヌ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
長
期
平

岡
技
川
山
線

(
L
A
C
〕
に
も
と
っ
き
日
期
限
界
費
用
出
線

(
L
M
C
)

ψ
得
る
こ
と
が
川
県
る
。
こ
の
長
期
限
界
品
川
用
山
線

(
L
M
C
)
と
価
栴

線

(
P
K
)
と
の
交
点
を
T
と
す
れ
ば
、

T
よ
り
O
X
へ
垂
線

(
T
M
)

す
下
し
、
長
則
平
均
投
用
山
線

(
L
A
C
)
と
の
交
点

(
E
〕
に
て
長
期

平
均
費
用
曲
線

(
L
A
C
)
に
接
す
る
釘
期
平
均
費
用
曲
線

(
A
C
)
を

P 

X 

図第

LAC 

γ 

L 

K 

日



得
る
手
と
が
で
き
る
。
こ
れ

が
求
め
る
最
有
利
生
照
規
模

で
あ
る
。
続
期
限
界
設
用
山

線
(
叫

C
V
は
価
楠
線

(
P

E
)
と
長
期
限
界
費
用
曲
線

(
L
M
C
)
と
の
交
占
ハ

(
T
)

を
必
ら
ず
通
過
す
る
。
こ
の

証
明
は
、
二
つ
の
平
均
費
用

曲
線
が
相
接
す
る
と
き
、
そ

の
二
つ
の
限
界
費
用
曲
線

は
、
接
占
川
よ
り
X
軸
へ
の
王

線
上
の
同
一
の
点
を
通
過
す

る
t
ト
う
ロ
ピ
ン
ノ
ゾ
の
命

ou

題
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り

一J
切
し
得
る
c

し
た
が
っ
て
接
点
(

E

)

に
て
決
め
た
操
業
度
注

T
に
て

決
め
た
操
業
度
、
寸
な
、
わ
ち
投
打
利
操
業
皮
と
な
る
。
そ
し
て
企
業
は
設

一
六
除
刺
利
淵

(
K
L
E
T
)
を
得
る
2

一
定
全
均
衡
心
ば
あ
い
は
第
二
図
に
一
部
す
。
と
の
ば
あ
い
も
同
様
に
長
期

政
界
佐
川
内
線

(
L
M
C
)
と
価
格
組

(
F
E
)
と
の
交
点

(
R
)
に
て

規
出
と
日
抗
議
一
肢
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
は
長
期
平
均
改

川
曲
線

(
L
A
C
)
・
長
別
限
界
支
胤
曲
線
〔
L
M
C
)
・
忠
則
平
均
史
用

曲
線

(
A
C
)
・
奴
期
限
界
説
用
曲
線

(
M
C
)
は
一
点
〈
R
)
に
お
い

P 

図

LAC 
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Ac' 

技
術
革
新
と
生
産
相
明
枝

X 門

図

て
交
り
、
除
剰
刺
潤
は
無
く
な
り
企
業
は
正
常
利
潤
を
得
て
事
業
は
継
続

ペ
ロ
》

さ
れ
る
。

b
、
独
占
的
競
争
(
目
。
日
勺
己
m
Cの

g
E胃
EH。
ロ
)

第
三
凶
に
お
い
て
企
議
は
個
別
需
要
曲
線
(
d
E
)
及
び
技
術
を
一
定

と
す
れ
ば
抱
絡
線
と
し
て

O
長
期
平
均
迎
用
曲
線

(
L
A
C
)
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
長
期
限
界
費
用
山
線

(
L
M
C
)
と
限
界
収
入
山
線
〔

m
r
)

之
の
交
点
(
T
)
よ
り
O
X
へ
垂
線
(
T
M
)
を
下
し
、
長
期
平
均
費
用

曲
線
〈
L
A
C
)
と
の
交
点
〔

E
)
に
て
長
期
平
均
費
用
曲
線

(
L
A
C〉

に
按
ず
る
短
期
平
均
費
用
品
山
総

(
A
C
)
を
措
く
と
き
、
こ
の
短
期
平
均

第
八
十
一
巻

五
プL

第
四
号
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技
術
平
新
と
児
産
胤
模

図

X 

4 第

門

河
川
山
線

(
A
C
)
が
求
め
る
最
有
利
生
産
規
模
で
あ
る
。
そ

L
て
こ
の

足
羽
限
界
設
川
山
線

(
M
C
)
は
長
期
限
界
貿
用
曲
線

(
L
M
C
)
と
限

界
収
入
泊
楳

(
m
r
)
と
の
交
点
〔

T
)
を
必
ら
ず
泊
泊
す
る
3

し
た
が

っ
て
接
点

(
E
)
に
決
定
し
た
操
業
度
は
設
有
利
山
菜
皮
で
あ
る
こ
と
が

rmら
れ
る
。
町
出
四
凶
に
お
レ
て
は
完
全
均
衡
の
ば
あ
い
を
示
す
。
こ
れ
は

活
設
内
叫
線
が
一

Mm下
降
し
て
長
期
平
均
費
川
曲
線

(
L
A
C
〕
ー
と
接
す
る

ぽ
あ
い
で
あ
っ
て
、
ご
の
接
点
(
官
)
に
て
怪
瑚
平
均
賀
川
曲
線

(
L
A

C
)
に
挺
す
る
短
期
平
均
政
則
曲
線

(
A
C
)
を
求
む
る
と
き
こ
れ
が
出
血

L

有
利
な
る
生
斥
姐
模
と
な
る
。
な
お
こ
の
接
点
(
官
)
よ
り
O
X
へ
の
垂

第
八
十
一
巻

O 

第
四
号

互王

ノ¥

線
(
町
山
叫
〕
・
長
期
限
界
品
質
用
曲
線

(
L
M
C
)

・
短
期
限
界
費
用
曲
線

(
M
C
)
・
限
界
収
入
曲
線

(
m
r
r
)

の
四
線
が
一
点
一

(γ)
に
で
交

る
U

こ
の
ば
あ
い
は
除
剰
刺
潤
が
零
と
な
る
け
れ
ど
も
他
の
い
か
な
る
規

〈
刊

M

)

棋
に
お
い
て
も
出
失
を
蒙
る
(
正
常
利
潤
を
究
用
と
考
え
る
)
。

c
、
純
粋
独
占
(
吉
2
2
2
5℃
oq)

長
期
限
界
費
用
曲
線
と
限
界
収
入
曲
線
と
の
交
点
よ
り
X
軸
へ
垂
線
を

下
し
、
加
一
の
垂
抑
制
と
長
期
平
均
費
用
曲
線
と
の
交
点
に
て
長
期
平
均
費
用

内
線
に
接
す
る
短
期
平
均
賀
川
曲
線
を
求
め
る
と
き
、
こ
れ
が
最
大
除
刺

ハ
比
〕

利
潤
を
得
る
最
有
利
生
産
規
模
L

と
な
る
。
こ
の
ば
あ
い
こ
の
独
占
企
業
が

生
産
規
模
を
投
適
生
産
規
模
よ
り
も
過
大
と
し
て
最
適
操
業
度
を
越
え
た

超
過
操
業
度
吉
行
う
か
、
あ
る
い
は
最
適
生
声
規
模
に
て
最
適
品
川
議
度
に

て
生
産
を
行
う
か
、
あ
る
い
は
最
適
生
産
規
楳
よ
り
も
小
な
る
悦
慌
に
て

不
足
操
業
度
に
て
生
産
を
行
う
か
は
、
需
要
曲
線
の
位
置
、
時
刀
性
、
お

よ
び
最
適
住
民
胤
棋
の
大
小
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
寸
た
ね
ち
長
期
平
均

費
用
曲
線
と
、
投
有
利
生
産
規
艇
の
短
期
平
均
設
用
曲
線
と
の
捺
点
が
、

最
迎
生
産
税
位
を
一
市
す
平
均
費
用
品
、
低
点
よ
り
右
の
ば
お
い
、
す
な
わ
ち

長
期
平
均
費
用
山
線
が
上
列
を
一
万

L
て
い
る
聞
は
、
超
過
操
業
皮
に
亡
生

毘
し
、
接
点
と
校
週
生
淀
川
刷
協
を
一
目
寸
点
が
重
な
る
し
乙
き
は
最
適
操
業
度

に
て
生
産
さ
わ
、
接
点
が
左
の
ば
あ
い
、
す
な
わ
ち
長
期
平
均
設
用
曲
線

が
下
降
す
る
ば
お
い
は
不
足
操
業
度
に
て
生
産
す
る
。

註

ω
企
業
町
一
岱
刺
原
則
に
つ
い
て
は
前
々
員
論
が
あ
る
。
蕊
利
宣
殴
教

授
は
企
業
の
営
利
原
則
は
総
投
資
の
平
均
利
潤
率
医
大
化
で
あ
る
と



さ
れ
た
。
〔
経
営
学
の
広
礎
、
昭
和
三
十
一
年
、
二
七
四
二
』
五

百
づ
こ
れ
に
反
し
て
古
田
存
代
政
投
授
は
こ
の
小
泊
に
お
け
る
と

同
明
利
判
4
で
ほ
な
く
て
余
剰
利
羽
め
医
大
化
の
立
場
を
?
勺
礼
て

い
九
(
土
業
乙
同
氏
結
済
、
川
和
三
十
二
年
、
九
山
九
五
百
三

閣
内
『
唱
』
目
。
一
戸
ロ
君
主
同
日
当
。
ミ
一
3
2
。
!
「
」
『
3
4
ミ
い
「
2
~
九
円
ミ
ァ
町
ミ
た
3
3
ヨ

一-坦

ω
P
H〕
匂

印

】

日

戸

同
国
司
]
目
白
苫
ハ
r
h
g
詰
ヨ
ロ
q
h
E
昌
旬
、
右
足
、
司
}
]
∞

川
別
枠

n
一
昨
氏
「
経
氾
賀
川
前
」
川
和
三
十
年
、
二
七
九
一
凡
、
久
式

活
央
、
選
時
一
教
授
「
岡
惜
川
町
論
一
一
九
五
五
年
、
九
一
頁
参
照
。

大
直
一
郎
投
授
「
企
業
。
や
産
量
に
間
ず
る
研
究
」
、
昭
和
十
じ
午
、

ニ
凹
九

l
二
五
一
一
一
頁
念
日
。

ゆ
出
苛
同
日
号
。
P
0
3
口
了
H
U
U
H
Z
I
H
M
H

川
開
司
】
ロ
ヨ
ニ
o
n
可
、
N
q
m
w
円
。
は
皇
比
。
忠
告
E
H
C
山
町
、
ヨ
日
中
日

INU--

m
H
E
m
-
目
白
王
国
司
2
2
E
Z
R
P
一
言
町
内
E
S
L

。m
p

z

。
旧
日
戸

ω

矧

ロ

μ
王
国
司
足
立
吉
宗
さ
門
U
S早
急
仕
事
告

2

7

1

3

叫

チ

ニ

γ

ハ

l
リ
リ
ノ
は
「
都
限
(
戸
2
5
2
ド
ミ
)
巧
介
散
(
己
完
E
可

己
H
N
E
3
る
と
要
任
(
白
色
品
E
H
O
ヨ
)
は
よ
く
沼
ら
れ
た
大
企
誌
の

ハ
小
企
業
も
ま
た
〕
の
方
策
で
あ
る
ョ
し
か
し
中
た
に
は
叫
に
出
限

日
委
任
え
れ
て
へ
き
か
を
選
ぷ
阪
本
的
な
枢
限
を
合
ん
だ
侶
限
目
抜

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

a
|
|枢
限
の
委
任
の
主
裂
性
は
技
術
と

技
桁
革
新
と
生
庄
規
模

球
崎
に
よ
り
列
な
り
、
し
ば
し
ば
そ
の
効
以
は
訓
経
済
問
が
現
実
に

発
宝
す
pa
生
産
別
院
(
耳
目
-
2
0
同
宵
邑
己
江
戸
O
ろ
を
拙
と
て
引
廷
す

こ
と
が
山
米
る
a

し
か
し
長
期
平
均
投
用
曲
線
は
ど
こ
か
で
必
ら
ず

上
井
す
る
と
主
張
さ
れ
得
ゐ
」
u
と
述
べ
て
い
る
。
(
口
γ
E
己
v
o込
E
-

M
1
P
2
4
唱
。
」
「
回
向
宝
。
~
b
o
~
白
色
町
内
。
刊
誌
」
志
向
内
町
N
Q
P
。
切
の
戸
内
、
]
U
N
A
∞

(
ロ
甘
口
。
ロ
品
目
M
ハ
ロ
)

こ
れ
に
刈
し
て
ワ
イ
ル
ス
は
「
以
前
の
意
見
で
は
『
最
終
の
決
定

(
ロ
三
日
自
可
L
Z
H
E
n
ロ
ω
)
は
た
だ
一
人
で
な
さ
れ
ぽ
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
彼
は
し
た
い
し
だ
い
に
決
定
に
附
し
て
泣
荷
を
荷
う
こ
と
と

な
り
、
収
恕
逓
械
の
法
則
掛
作
川
す
る
』
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
的
論
強
入
。
も
最
終
決
定
を
な
し
得
る
。
そ
し
て
そ
の
決
定
の
機

能
は
企
業
の
基
本
的
た
統
一
性
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
無
限
に
分
散

し
得
る
」
と
反
論
し
て
い
る
。
(
巧
H
-
2
・
~
口
、
2
3
円
E
M
』
お
門
出
口
五
I

VN入

o
p
E
了
官
同
〔
)
由
一
)
こ
の
ワ
イ
ル
久
の
反
乱
耐
は
た
し
か
に
チ
ャ

ン
パ

l
リ
γ
心
理
論
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
積
極
的
に
長
期

平
均
費
用
曲
線
が
上
昇
し
な
い
と
い
う
論
拠
に
は
な
り
得
な
い
。
な

ん
と
な
れ
ば
多
人
数
の
最
終
決
定
が
一
人
心
技
終
民
定
よ
り
も
非
能

率
的
で
な
い
と
い
う
論
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
つ
で
あ
る
。

川
問
問
。
ぴ
巴
H
ω
。
ロ
ヨ
。
勺
の
』
↓
f
u勺
M
P
U
M
G

仙
一
江
司
自
の
E
己
目
t
F
O
片
付
言
。
『
ヨ
叫
4
Z
~
ロ
コ
2
b
H
5
3
富札

同
E
昌
司
E
b
一
九
号
E
N
N
N
0
3
u
呂
田
u
H
4
・
可
由
日
目
N

聞
こ
の
証
明
は
、
接
点
よ
り

X
判
へ
の
主
税
上
の
問
一
点
へ
二
つ
の

第
↓
八
十
一
巻

第
四
号

五
九

一」ノ、



技
術
革
新
と
生
産
規
事

限
界
日
用
曲
棋
が
通
過
す
る
こ
と
は
す
で
に
論
に
た
(
五
五

1
五
六

江
)
が
、
第
四
悶
に
お
い
て
こ
の
通
過
点
(

T

)

の
位
置
は

Yγ
を

ιじ
に
等
し
く
と
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
]
川
一
官
山

線
と
限
界
収
入
山
総
と
の
関
係
か
ら
限
界
収
入
品
川
線
は

r
γ
U
4
v

k
る
ぱ
あ
い
?
を
辺
泊
寸
匂
か
ら
(
広
司
問
。
ロ
己
主
}
H
2
目

2
-
5
5同
ヨ

」
h
n
S
Hミ
E
n
』
3
a一
司
辺
白
叶
『
戸
円
山
ロ

ι
5
5ロ
一
「
泊
四
日
町
古
E

日
日
一
凶
日
四
日
)
回

線
は
一
白
川
戸
市
よ
)
に
て
交
る
a

ω
の

?
5
5。f
c勺

n
h
f
Z
N
m
t
g
-

一
川
巳
J

F

O

ロヨ
nr
・
4
2
T
3
呂田
l
N
G寸

=
、
生
産
規
模
理
論
の
経
営
政
策
へ
の
応
用

ー
、
需
要
の
変
化
国
予
想

前
市
に
お
い
て
論
じ
た
生
産
規
模
の
理
論
は
、
得
M

1

(

純
粋
演
中
の
ば

ゐ
い
は
価
格
)
が
変
化
な
し
と
仮
定
し
た
も
の
で
あ
勺
て
、
現
咋
況
の
市
場

に
甘
い
て
は
需
主
(
仙
格
)
は
絶
え
ず
極
々
な
る
要
国
に
よ
っ
て
変
動
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
企
業
は
一
度
び
一
定
の
設
耐
宮
設
定
す

れ
ば
、
こ
れ
を
変
更
す
る
と
と
は
仲
々
凶
般
で
あ
る
。
什
刊
に
生
斑
規
出
精

少
1
、
一
〈
い
な
る
犠
牲
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
短
別
的
な
需
要
の

明
加
士
基
準
と
し
て
生
比
制
限
を
決
定
す
る
こ
と
は
経
岱
政
筑
上
柘
め
て

危
険
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
め
ま
り
に
も
が
気
後
退
を
恐
れ
生
陀
礼
民
主

過
小
の
ま
主
肢
は
ず
る
こ
と
は
、
何
ら
れ
る
べ
き
利
潤
を
失
い
、
も
し
そ

の
利
潤
ー
を
作
て
い
る
な
ら
そ
の
利
潤
は
直
按
技
術
本
折
、

w
h他
へ
の
再
投

第
八
十
一
巻

7て

第
四
号

O 

資
台
れ
得
る
こ
と
も
あ
る

L
、
さ
ら
に
、
よ
り
有
利
に
投
資
を
獲
得
す
る

涼
シ
し
も
な
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
町
、
消
極
的
な
企
業
の
政
慌
に

よ
り
、
最
初
は
わ
づ
か
な
競
争
土
の
遅
で
か
、
や
が
て
は
大
き
く
競
争
に

遅
れ
、
結
局
競
争
企
業
白
木
版
棋
生
産
に
よ
る
低
コ
ス
ト
と
大
用
地
生
産
の

た
め
に
鋭
品
川
明
よ
り
駆
逐
せ
ら
れ
る
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
企
業
の
生
産
脱
税
以
定

r
は
そ
れ
に
先
立
司
て
、
需
袈
山
線
〈
ま
た
は

価
格
)
の
変
動
を
そ
の
新
設
の
設
備
が
老
朽
化
す
る
ま
で
、
あ
る
い
は
償

却
が
終
る
ま
で
の
長
期
間
予
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
。

い
ま
そ
の
観
測
の
基
準
と
な
己
ベ
き
要
素
を
こ
こ
に
二
、
三
挙
げ
て
み

た
い
。
ま
つ
新
し
い
競
争
企
業
の
一
市
場
へ
の
加
入
の
有
担
で
あ
っ
て
、
競

争
企
業
を
設
立
す
る
に
必
要
な
資
金
の
晶
、
ま
た
そ
の
産
業
の
故
適
生
産

規
恨
の
大
小
が
大
き
な
要
素
を
な
す
も
の
で
、
さ
ら
に
そ
の
産
業
が
高
度

の
技
術
を
必
要
と
す
る
と
き
、
競
争
企
業
巴
市
場
へ
の
加
入
は
岡
山
町
と
な

る
u

第
二
に
は
既
存
の
続
中
企
業
の
投
術
の
進
歩
に
よ
る
平
均
掛
川
切
下

と
、
背
叫
に
は
こ
れ
に
伴
っ
た
大
泣
生
産
の
た
め
の
生
産
量
の
増
加
で
あ

る
c

か
く
て
そ
の
結
以
と
し
て
純
粋
競
争
に
お
い
て
は
同
格
の
下
落
、
独

占
的
競
争
に
お
い
ず
は
個
別
需
要
山
線
の
下
降
と
し
て
現
わ
れ
る
。
約
三

に
は
競
争
関
係
に
は
変
化
が
な
ベ
と
も
、
需
市
説
者
側
の
変
化
に
よ
る
需
要

置
の
変
化
で
あ
る
。
一
般
の
景
気
の
動
向
、
噌
好
性
の
変
化
、
新
し
い
需

要
刊
の
開
拓
者
に
よ
る
需
要
の
変
化
は
い
づ
れ
も
需
要
同
線
に
影
部
を
与

え
る
。

2
、
需
要
目
変
化
と
生
産
規
模



5 [31 m 
以
上
に
平
げ
た
刀
法
に
よ
る
長
期
的
再
虫
の
到
向
。
但
揮
は
実
際
に
は

仲
々
正
慌
に
は
得
ら
れ
な
い
も
の
で
み
る
J

特
に
多
数
企
業
の
誌
や
で
あ

る
純
粋
続
中
・
独
占
的
競
争
に
お
い
て
は
競
争
企
業
の
引
内
等
に
つ
い
て

江
川
胞
に
川
市
出
し
得
な
い
ョ
し
た
が
っ
て
嵐
山
止
に
お
い
て
知
り
得
る
こ
と

に
孔

ι
(附
く
近
い
将
来
を
合
む
)
の
市
型
(
純
粋
競
争
の
ば
あ
い
は
州

防
)
で
あ
っ
て
将
来
に
刈
し
て
は
師
め
て
不
舵
実
で
あ
る
。
し
た
が
勺
て

以
下
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
不
確
実
な
需
要
の
予
想
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
生
出
規
慣
を
決
定
?
る
か
を
考
察
ず
る
。
第
五
図
に
お
い
て
は
独
占

技
術
革
新
と
生
産
規
模

的
腕
中
の
現
在
の
伺
別
需
要
町
線
を
d
r
と
す
る
。
乙
の
と
き

の
最
有
利
生
産
規
模
は
短
期
平
均
費
用
曲
線
A
C
を
有
す
る
。

そ
し
て
単
位
利
潤

(
K
E
〉
と
生
産
量

(
O
M
)
と
の
積
な
る

除
剰
利
潤
を
得
る
ロ
し
か
し
な
が
ら
、
と
の
よ
う
な
生
産
姐
棋

(
A
C
)
は
、
若
し
需
要
曲
孤
が
卜
砕
し
例
え
ば

ι訂
(

長

期
平
均
質
川
曲
線
と
挺
す
る
需
要
曲
線
)
主
な
っ
た
と
き
は
規

模
縮
少
し
な
け
れ
ば
煩
失
を
生
ず
る
ハ
正
H
利
潤
を
費
月
と
考

え
る
。
以
下
同
じ
)
そ
し
て
規
模
縮
少
が
普
通
に
は
極
め
て
困

地
な
ゆ
え
に
担
失
を
続
け
結
局
は
倒
産
壮
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
需
史
の
減
少
に
そ
な
え
て
最
初

か
ら
よ
り
小
規
模
な
る
規
模
A
C
(需
要
曲
線

4
U
が
長
期

平
均
費
用
曲
線
と
接
す
る
と
き
の
最
有
利
生
産
規
模
〕
に
決
定

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
c

こ
の
ば
あ
い
は
現
在
の
需
要
曲
線

(
d
r
)
の
と
き
は
規
模

(
A
C
〉
は
そ
の
ま
ま
と
し
操
業
度

の
み
を
広
大
し
、
投
有
利
換
業
度
と
し
て
単
位
利
潤
(
m
h
b
)

と
生
産
量

(
O
M
)
と
の
梢
な
る
除
刺
利
潤
を
符
る
。
こ
れ
は
よ
り
大
な
る
煩
慎
A

C
の
除
刺
利
潤

(
K
E
と
口
V
A

の
引
)
に
は
お
よ
ば
な
い
け
れ
ど
も
需
要

山
線
が
A

山
町
に
下
っ
た
時
の
政
有
利
生
産
規
伎
で
晶
っ
て
、
こ
の
と
き
は

こ
の
一
一
市
史
曲
線
(
パ
川
町
)
が
長
期
平
均
費
日
曲
線
に
接
す
る
と
き
で
あ
る

か
ら
こ
の
規
枝
A
C
の
み
が
正
常
利
潤
を
畑
町
、
他
の
い
か
な
る
規
模
も
抗

失
を
宗
一
る
司
し
た
が
q

て
こ
の
よ
う
に
需
要
曲
線
の
下
降
を
予
想
し
て
最

初
か
ら
よ
り
小
規
模
の
設
怖
を
設
定
す
る
こ
主
は
理
由
の
ゐ
る
こ
と
止
考

第
入
十
一
巻

第
四
号

/、

→ /、



技
術
革
新
主
生
産
規
模

え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
予
想
に
反
し
て
若

L
Z要
間
続
が
現
在
の
保

安
仙
線

(
d
g
)
よ
り
下
降
が
比
絞
的
遅
い
ば
あ
い
は
、
こ
の
間
右
し
規

模
を
A
C
に
決
定
し
て
い
れ
ば
よ
り
多
く
の
除
刺
利
潤
を
得
て
償
却
を
す

ま
せ
る
か
、
あ
る
い
は
よ
り
多
〈
技
術
半
新
へ
投
資
す
る
か
し
て
一
λ
要
減

一
少
に
そ
な
え
る
こ
と
が
山
来
る
か
ら
こ
の
ば
あ
い
は
規
悦
A
C
の
方
が
付

利
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
凱
概
A
G
か
規
模
A
C
か
あ
る
い
は
そ
の
中
間

の
規
出
か
を
決
定

f
る
}

一
べ
き
で
あ
る
け
れ
と
も
、
こ
れ
が
充
分
把
握
し
得
な
い
と
き
は
企
芸
家
の

一
一
強
度
の
杭
極
的
が
消
極
的
か
の
相
違
に
よ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
現
在
の
需
要
(
d
J
U
)

の
最
有
利
な
る
生
広
域
供
A
C

二
ふ
り
よ
な
る
川
河
川
似
あ
る
レ
は
長
期
平
均
山
河
直
球
に
按
寸
る
需
要
山
織
の

一
倍
品
に
て
決
め
た
生
白
山
侠

A
C
よ
り
小
な
る
川
品
川
悦
は
何
等
有
利
ー
な
る
抑

慌
で
な
い
。
例
ズ
ば
刻
限
A
C
よ
り
大
な
る
規
模
を
設
備
し
て
い
れ
ば
現

有
の
示
長
は
d
y
c
で
あ
勺
て
そ
の
此
有
利
生
時
刻
伎
は

A
C
で
あ
る
か
ら

こ
れ
よ
り
除
刺
利
山
が
少
い
二
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
需
要
が
減
少
す
れ

ば
一
放
に
畑
出
揃
少
が
附
慨
な
こ
と
が
多
い
か
ら
規
模
A
C
よ
り
早
く
よ

り
ぬ
欠
吉
生
子
る
み
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
規
模
は
何
年
有
利
な
点
は

な
い
り
し
に
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
規
模
が
是
認
さ
れ
る
の
ほ
詰
必
の
別
加

と
こ
の
地
加
せ
る
泥
裂
が
一
定
期
間
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
確
尖
な
ば
ゐ

ハ

l
v

ぃ
、
さ
ら
に
は
こ
ぎ
ヌ
み
規
供
拡
大
が
川
統
な
ば
あ
い
の
み
辺
白
山
あ
る

叶
れ
ど
も
で
円
以
外
は
避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ο

一
般

r規
悦
広

大
が
平
均
時
一
山
川
の
侭
下
を
も
た
ら
す
と
き
は
独
占
的
脱
争
に
お
い
て
は
前

第
八
十
一
巻

二
六
四

第
四
号

要
を
無
視
し
て
平
均
牝
瓜
を
引
下
げ
ん
が
た
め
に
規
模
を
拡
大
す
る
訪
附

が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
例
え
ば
第
五
図
に
お
い

て
、
若
し
与
の
企
業
が
姐
似
A
C
よ
り
大
な
る
規
模
A
ぴ
を
決
定
し
た
と

き
は
、
平
均
投
用
・
価
格
と
も
に
規
模
A
C
よ
り
低
く
な
り
販
売
量
は
増

加
し
一
見
記
全
な
ご
之
〈
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
低
価
格

は
結
果
的
に
は
競
争
企
業
の
価
格
引
下
げ
を
引
起
し
こ
の
個
別
需
要
曲
線

〔

2
v

(
d
J
U

〕
は
そ
れ
に
L

乙
も
な
っ
て
下
降
す
る
。
そ
し
て
企
業
は
僅
か
の
需

要
曲
線
の
下
降
に
て
も
損
失
を
蒙
る
。
現
尖

r需
要
を
無
視
し
て
平
均
費

刊
を
引
下
げ
ん
と
し
、
あ
る
い
は
版
売
拡
を
増
加
せ

L
め
ん
と
し
て
過
大

《

3
v

な
川
品
川
と
し
て
失
敗
し
た
例
の
多
く
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

こ
れ
と
沖
市
立
に
長
問
平
均
投
川
仙
線
と
需
要
山
線

(
ι
4〉
と
の
提
出
川

(
町
)
に
て
決
め
た
生
産
規
模

A

C
よ
り
も
小
焼
侠
な
生
産
規
模

(
A

C
)
も
乏
た
不
利
で
あ
る
。
こ
の
規
模
A
U
は
現
事
の
需
要
山
線
d
M
U

の

と
き
は
最
有
利
保
業
度
に
て
生
産
し
、
単
位
利
潤

(
Y
Y
)
と
生
産
量

(
0
ぽ
)
と
の
引
な
る
除
刺
利
潤
を
得
る
。
こ
れ
ば
規
模
A
C
の
最
有
利

探
染
皮
の
除
剰
刺
淵
(
m
h
F
と
O
M
の
杭
)
よ
り
少
な
い
。
そ
し
て
若
L

需
要
が
減
少
し
て

4
町
と
な
っ
た
と
き
で
も
規
模
A
C
は
E
常
利
潤
を
得

る
こ
と
が
出
来
る
が
規
悦
A
ぴ
は
損
失
を
蒙
る
。
も
っ
と
も
需
要
曲
線
が

更
に
下
降
し
た
と
き
は
規
模
A
C
も
A
C
も
と
も
に
損
失
守
安
り
規
模
A

ぴ
の
方
が
制
失
が
少
な
い
こ
と
が
あ
る
と

L
て
も
、
長
期
的
に
は
需
婆
由

綜
は
山
仇
よ
り
上
で
な
け
れ
ば
企
業
は
維
持
出
来
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ

の
よ
う
な
胤
間
A
U
は
過
小
に
過
ぎ
て
意
味
か
な
い
。
ど
の
こ
と
は
企
業
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規 達す均争模 A

院
A
げ
し
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
こ
の
企
業
が
中
小
企
業
で
あ
る

た
め
規
模
を
肱
大
す
べ
き
資
金
が
小
足
す
る
た
め
過
小
な
規
模
を
除
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
需
一
主
が
大
(

d

J

U

)

な
る
と
き
は
僅

か
の
徐
剰
刺
潤

(
Y
7
1と
O
Y
の
噴
)
を
得
、
需
要
が
減
少
ハ
A

同
町
)
す

る
と
た
ち
ま
ち
倒
産
す
る
か
、
あ
る
い
は
正
常
利
潤
を
割
ゐ
の
み
な
ら
ず

労
務
省
へ
、
標
準
以
下
の
賃
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て
生

障
を
継
続
し
て
い
る
よ
う
た
特
異
な
状
態
を
生
ず
る
。
こ
こ
に
お
い
て
明

ら
か
に
な
っ
た
点
は
、
こ
の
よ
う
な
資
企
に
不
足
せ
る
中
小
企
業
は
独
占

的
競
争
・
純
粋
競
争
に
お
い
て
、
設
適
生
産
規
模
の
小
な
る
製
品
す
な
わ

ち
最
適
生
産
規
模
を
一
万
す
占

(
E
)
が
Y
軸
に
近
い
製
品
を
選
ぶ
こ
と
が

有
利
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
独
占
的
競
争
に
お
い
て
は
最

適
生
産
規
模
の
大
な
る
製
品
で
あ
っ
て
も
、
長
期
平
均
費
用

曲
諌
〔
L
A
C
)
と
需
要
曲
線
八

4
U
)
と
り
接
点
(
宵
)

が
最
適
生
産
規
模
を
示
す
点

(
R
〕
よ
り
大
き
く
離
れ
て
Y

軸
に
近
く
位
置
す
る
ご
し
と
き
製
品
、
い
い
か
え
れ
ば
こ
の
一
ば

あ
い
需
更
曲
線

(4Jむ
の
弾
力
性
が
少
な
い
ば
あ
い
で
、

一
一
閣
の
独
占
皮
の
大
な
る
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
製
品
に
独
自
性
を
も
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
と
な
る
。4
、
技
術
革
新
と
適
正
規
模
白
変
化

技
術
革
新
が
行
わ
れ
た
ば
あ
い
、
原
料
、
労
賃
、
其
他
の

費
用
に
変
化
な
し
と
仮
定
し
問
題
を
技
術
に
限
定
す
る
と

LAC' 

。l

技
術
革
新
と
生
産
姐
模

第
八
十
一
巻

ノ、
五
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技
術
平
訓
と
生
産
品
院

さ
、
第
十
ハ
図
の
如
く
民
期
平
均
費
用
曲
線
は
一
一
府
下
仇
し
て

L
A
C
と
な

り
、
需
県
内
棋
の
弾
力
性
に
変
化
が
な
い
と
す
れ
ば
、
需
要
山
線
と
新
し

き
長
湖
平
山
均
皆
川
曲
線

(
L
A
C
)
と
の
接
点
(
五
)
は
白
方
へ
移
動
す

る
d

ま
た
一
般
に
最
適
生
産
規
制
択
を
示
す
点
(
九
)
も
右
方
へ
移
動
す

る
d

そ
れ
に
つ
礼
て
悶
慎
A
C
は
過
小
と
な
り
ま
た
規
模

A
C
は
陳
腐
化

ず
る
。
か
く
て
企
業
は
設
備
ヤ
」
更
新
す
る
。
最
初
の
技
術
に
よ
る
長
期
平

一
一
均
的
川
仙
線

(
L
A
C
)
にト
ρ
い
て
は
需
虫
山
税
が

4
Cの
と
き
は
最
有

利
生
序
脱
政

(
A
C
)
で
さ
え
も
が
か
ろ
う
じ
て
正
常
利
潤
を
得
る
に
す

主
な
い
a

こ
れ
に
反
し
て
伎
術
革
新
の
行
わ
れ
た
後
の
ド
ベ
朋
平
均
設
用
山

線

(
L
A
C
)
に
お
い
て
は
需
要
出
総
が

d
a
C
の
と
き
で
も
民
湖
限
界
史

川
曲
線

(
L
M
C
〕
と
、
限
界
収
入
曲
線

(
m
，r)
と
の
交
点
(
中
む
に

一
て
生
政
規
侠

(
A
G
)
を
h

決
定
し
て
単
位
利
潤
(
凡
五
)
と
生
産
量
(
口

一
川
崎
)
と
の
尉
な
る
除
利
利
潤
を
件
る
こ
と
が
で
き
る
@
一
中
市
立
曲
線
が

4
む

の
と
き
で
も
生
時
四
艇
を
A
p
h
に
決
定
す
れ
ば
な
お
正
常
利
刊
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か

L
技
術
平
祈
以
前
の
ば
あ
い
は
、
長
期
平
均
史
用
曲

線
が

L
A
C
で
あ
っ
て
需
要
曲
線
が
A
H
ι
“
の
、
と
き
は
、
い
か
な
る
規
慨
に

て
も
机
失
古
豪
る
か
ら
長
期
に
維
持
出
来
な
い
。
か
く
て
祈
設
の
一
設
備
A

G
あ
る
い
は

A
Q
m
大
託
生
産
の
た
め
に
蹄
争
企
議
の
個
別
需
要
山
線
は

下
降
(
純
粋
競
乍
の
は
あ
い
は
価
格
下
書
)
し
、
技
術
革
新
を
行
わ
な
か

っ
た
競
争
企
栄
を
斑
午
場
よ
り
駆
逐
す
Q
O

註

ω、
川
悦
艇
を
広
大
せ
ん
と
す
る
と
身
は
現
在
の
需
要
で
は
尽
く
設
備
¥
ん

了
時
白
予
想
せ
る
市
t
m
A

を
法
泊
中
と
す
る
D

第
八
十
一
巻
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ω、
そ
の
他
政
争
関
係
以
外
の
原
因
に
よ
る
需
要
曲
線
。
下
降
も
同
様

で
あ
る
。

ω、
一
般
に
企
業
家
は
多
数
企
業
の
競
争
に
お
い
て
平
均
費
用
が
増
大

寸
る
主
で
規
慌
を
拡
大
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
G

こ
と
を
理
解
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
平
均
賀
用
低
下
の
伴
ヨ
規
模
拡
大
で

さ
へ
、
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
を
充
分
理
解
し
て
い
な
い
ば
あ
い
が

多
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
点
を
特
に
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
し

川
明
、
需
要
が
減
少
し
た
と
仮
定
し
た
と
き
の
一
需
要
曲
線
の
弾
力
性
は
必

ら
ず
し
も
現
在
の
需
要
曲
線
の
弾
力
性
と
一
致
し
な
い
か
ら
長
期
平

均
引
用
山
総
と
の
接
点
(
官
)
は
正
確
に
は
知
り
得
な
い
け
れ
ど
も
、

主
障
に
は
製
品
乞
ょ
っ
那
力
性
に
一
定
の
幅
が
あ
り
、
手
洗
的
に
或

程
度
の
予
想
を
す
る
己
と
よ
μ

出
来
司
令
。

品
川
、
純
粋
政
争
に
お
い
て
は
完
全
野
中
と
区
別
し
、
完
全
競
争
を
変
化

し
た
状
態
へ
の
適
応
出
即
座
に
特
わ
れ
る
ば
の
い
と
考
え
た
(
五
回

頁
参
照
)
。
そ
の
こ
と
は
純
粋
斑
ゃ
に
お
い
亡
は
完
全
均
向
に
主
る

ま
G
峠
問
が
か
か
る
こ
と
出
あ
る
こ

E
を
一
市
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
よ
う
な
と
き
は
最
近
生
産
規
悼
を
魁
え
た
超
過
規
制
の
方
出
有
利

な
ば
あ
い
も
生
ず
る
。
(
第
一
図
、
五
六
頁
参
照
)
。
も
っ
と
も
こ

の
よ
う
な
超
過
規
模
は
、
価
応
の
下
落
出
早
く
、
主
た
急
速
な
規
模

縮
少
が
困
難
な
と
き
は
、
損
失
を
京
る
か
ら
危
険
で
あ
る
こ
と
は
独

占
的
競
争
に
つ
い
て
論
じ
た
迅
り
で
あ
る
。



あ
と
が
き

生

rMm艇
の
問
題
は
校
日
経
付
十
日
間
川
公

4

2山
口
問
雪
ヨ

g
d
の
火
口
4

2
2
5
0与
を
盟
ナ
ペ
き
問
題
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
政
一
同
経
白
川

の
川
泊
の
う
ち
で
も
特
に
荒
野
、
な
問
題
の
一
っ
と
考
B
X
ら
れ
る
。
な
に
ゆ

一
え
た
ら
ぱ
、
こ
の
生
産
規
模
決
定
に
は
経
常
上
主
要
た
部
門
の
バ
↑
プ
ン
ス

の
取
れ
た
考
察
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
決
定
!
を
誤
っ
た
た
め
に
企
設
を
政

暗
に
珂
い
た
例
は
少
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
技
術
の
み
市
一
祝
し
て
罰
r以
の

一
町
内
を
無
視
し
た
大
規
制
設
的
の
不
り
な
こ
と
は
す
で
に
論
じ
た
吋
れ
と

一
'
も
、
と
た
財
務
の
回
を
主
制
L
て
、
健
全
財
務
々
」
つ
ら
均
く
た
め
に
仙
人

一
を
叫
少
と
し
、
あ
る
い
は
ま
だ
支
配
を
失
円
ん
こ
と
を
恐
れ
て
広
〈
資
本

守
求
め
る
こ
正
を
怠
り
、
そ
の
結
果
生
広
刻
版
過
小
を
も
た
ら
し
、
得
ら

れ
る
べ
ざ
哨
刊
の
利
測
を
失
う
の
み
な

h
f、
適
正
制
限
と
な
っ
た
競
争
企

業
L
r
-
の
侭
コ
ス

ζ

大
量
生
爪
の
た
め
に
、
政
令
場
よ
り
駆
逐
一
」
ら
れ

る
が
、
あ
る
い
は
が
ろ
う
じ
て
中
小
企
業
と
し
て
の
存
在
を
保
っ
て
い
る

に
寸
ぎ
な
い
状
態
と
な
る
に
い
た
勺
た
例
も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
小
一
応
創

、1
v

一
段
決
定
の
問
胡
は
企
業
の
迎
A

叩
を
左
右
す
る
担
の
大
問
題
で
あ
る
に
か
か

一l
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
企
業
内
の
ど
の
部
門
に
も
同
山
市
ず
こ
れ
を
結
合
し
た
立

問
1
あ
る
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
広
〈
研
究
が
九
比
さ
れ
て
い
な
い
状
日
で
あ

る
J

北
凶
に
お
い
て
は
欧
米
諸
問
に
比
し
、
金
利
が
向
く
、

w山
働
移
動
も

問
却
な
ょ
に
、
以
気
変
動
の
幅
が
大
き
い
か
ら
生
産
規
快
決
起
の
川
題
は

特
に
主
要
と
な
る
。

技
術
革
新
と
止
産
則
投

向
こ
の
小
摘
に
お
い
て
は
、
生
此
規
模
の
問
題
を
企
業
の
営
利
原
則
の

見
地
よ
り
品
じ
た
の
で
あ
る
が
、
同
民
終
済
的
立
場
に
立
つ
正
夫
じ
論
点
は

お
の
ず
か
り
児
っ
て
来
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
険
会
に
論
じ
た

い
と
旧
「
ピ
ヲ
u

註

ω、
村
本
川
松
教
授
は
「
事
業
の
給
自
の
成
功
不
成
功
目
、
規
棋
の
迎

F
一
度
と
偲
め
て
密
提
な
る
聞
係
を
存
し
、
こ
の
越
正
世
を
外
に
し
て

は
、
逐
に
そ
の
官
業
日
的
の
日
以
内
法
成
が
不
可
能
で
あ
る
」
と
愉
セ

b

u
ご

i
E
。

c

j
一

し

三

村
木
市
松
壮
同
日
「
週
日
規
模
経
常
」
昭
和
二
十
五
年
、
七
回
頁
。

倒
、
山
本
支
次
郎
教
授
は
「
こ
り
(
却
棋
の
〕
問
地
は
慌
川
町
の
最
も
主

要
な
恨
本
問
組
の
一
で
あ
る
か
ら
、
経
岱
学
は
仰
に
こ
れ
を
具
体
的

に
民
附
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
於
て
は
今
日
ま
で

飴
り
明
扱
わ
れ
て
い
な
い
」
と
論
ぜ
ら

h
て
い
る
。

山
本
安
次
郎
教
梧
「
経
営
管
理
論
」
昭
和
二
イ
九
年

第
八
イ
一
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